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平成 19 年，文部科学省による特別支援教育に関する通知により各校で校内委員会が設置され，それ

以来，困りを抱える児童生徒に対する指導や支援の充実が図られてきた。本市においても総合育成支援

教育に関わる専門性の高い人材の育成や LD等通級指導教室，SSW，SC等の加配が行われている。 

この時節に今一度，児童生徒が学校生活の中で最も長い時間を過ごす学級に焦点を当てることで，学

級担任が中心となって総合育成支援教育を実践することができるようになると考え，学級での SST の必

要性やあり方，LD等通級指導教室を含めた校内資源の活用法などについて小学校での取組をもとに検証

した。

 

第１章 児童生徒のソーシャルスキルを高める

ために 

 

第１節 困りを抱える児童生徒 

 平成 29年，全国の公立小中学校で通級による指

導を受けている児童生徒数が 10万人を超えた。そ

のうち LD，ADHD，自閉症，情緒障害の児童生徒数

は総数の約 63％を占めている。 

1 年次の研究において，これらの児童に対する

効果的な SSTのあり方について検証する中で，通

級指導教室だけでソーシャルスキルの育成を図る

のではなく，在籍学級の環境を整えて，双方で SST

を行いながら内容につながりを持たせるような連

続性のある指導を行う必要があると感じられた。 

 

第２節 学級での SST              

児童生徒が学校生活の中で最も長い時間を過

ごすのは学級であり，そこで SST を実施すること

は，困りを抱える児童生徒だけでなく，その他の

児童生徒の力も伸長させることにつながると考え

た。児童生徒全員のソーシャルスキルの力が向上

することで，学級の良い雰囲気を作り出すことが

できるようになり，教科等の学習で必要な自主的

に学ぶ姿勢，学級で協力しながら学びを高める態

度などの基盤も作り出すことができる。 

学級SSTは，児童生徒が実際にソーシャルスキ

ルを使用する教室が指導の場面である。そのため

SSTと日常場面の間に環境的な差異が生まれるこ

となく，児童生徒が安心してスキルを使用するこ

とができる。小学校においては，担任がSSTを行っ

た場合，授業場面や生活場面の中で児童のスキル

使用状況や児童相互の関わりを観察できるので，

継続してフィードバックを行うことも容易であ

り，高い効果が期待できる。学んだスキルを日常 

 

場面で活用できること，それを維持することが 

SSTで最も重要であるとすれば，学級SSTは学校の

中で最も条件の良い指導形態であると考えること

ができる。 

 

第２章 効果的な学級 SSTを目指して 

 

第１節 学級 SSTの設計 

学級 SST の計画時にターゲットスキルからスモ

ールステップを抽出し，それを組み合わせて指導

することとした。多様に存在しているスモールス

テップを指導することで，スキルを獲得していな

い児童のスキル獲得につながり，既にスモールス

テップのいくつかを身に付けている児童もターゲ

ットスキルの質を向上させることができると考え

た。また，これにより児童だけでなく指導者もタ

ーゲットスキルに含まれる技能的な要素を俯瞰す

ることができ，計画的な指導や指導後のスキル般

化場面での効果的なフィードバックが可能となる

と考えた。 

SST の指導技法に関してはこれまでに多くの研

究が行われてきており，大別するとそこで用いら

れる技法はモデリング，教示，リハーサル，フィ

ードバック，般化の 5 つに分類される。一見する

と複雑そうに思えるこれらの用語を図 1 のように

平易な言葉

に置き換え

ることで，

学級担任の

SST に取り

組む際の抵

抗感を緩和

することを

意図した。 
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図 1 SSTの指導技法と提示の仕方 

モデリング

教示

リハーサル

フィードバック

般化

SSTの指導技法と提示の仕方

①やってみせ

②言って聞かせて

③させてみて

④褒めて 助言し

⑤使わせる



 

- 6 - 

 

第２節 学級 SSTの実践 

図 2 は

実践の流れ

を示したも

のである。

SST を効果

的なものに

するために，

児童への指

導や支援の

方法のみに

注力するの

ではなく，

児童の実態

を正確に把握し，指導後にその指導効果を明らか

にすることのできるシステムを開発した。 

このシステムには学級に在籍するすべての児

童の指導前後のソーシャルスキルの力を測定する

機能だけでなく，学級SSTを計画するためのシート

や，指導したソーシャルスキルを般化するための

手立てとなるミッションカード等の教材も含まれ

ている。これにより，児童の実態把握から指導後

の児童の変容の見取りまでの一連の流れを学校現

場でスムーズに行うことができると考えた。 

  

第３章 指導の実際 

第１節 指導まで 

児童のソーシャルスキルに関わる力を多角的

にとらえるため，担任による他者評価と児童自身

による自己評価を行った。これらを前述のシステ

ムの中で分析し，得られた結果を比較・統合した

うえでターゲットスキルを設定した。その後，で

きる限り具体的な行動目標をスモールステップと

して児童に提示し，学級 SSTを実施した。 

 

第２節 指導 

実際の指導には SSTシートを用いた。このシー

トは各教科等で作成されるような詳細な指導案で

はなく，指導の骨子になる部分を構成するための

シートである。ターゲットスキルを選択した状態

からの作成ではおよそ 5～10分で記入が完了した。 

詳細な指導案を作成するには，多くの時間を必

要とするが，そういった時間を掛けることが難し

い指導者にも作成しやすく，指導の際に手掛かり

となるものがあることで，心理的な余裕にもつな

がり，獲得させたいスキルの指導に集中できた点

で，このシートは大いに成果を示した。 

また，困りを抱える児童に対しては LD 等通級

指導教室と連携して行う学級 SST での不足を補う

指導や，次回以降の指導に向けた事前指導を行う

ことにより指導の効果の向上を目指した。 

 

第３節 指導後 

児童が，学級 SST で学んだソーシャルスキルを

主体的に日常生活で使用することを目指して補助

教材を作成し，これを活用した。児童一人一人が

非常に意欲的にこれを使用し，児童のスキルを使

用しようという意欲を喚起する上で非常に効果的

であった。 

また，指導前後の変容を児童自身に確認させる

ことで，現在の自分の状態を客観的に見とり，今

後どのようなことを学びたいかを考えられるよう

にすることで，主体的に SST に取り組む姿勢を引

き出すことにつながった。 

 

第４章 研究の成果と課題 

第１節 効果測定 

研究実践終了後，ソーシャルスキルチェックシ

ステムを用いて指導効果の検証を行った。そこで

は児童のソーシャルスキルに関わる力が向上する

様子のほかに，児童の変容の標準的なパターンや

スキルに対する認知が変化した可能性などの興味

深い結果が得られた。それらを，児童の自己評価・

担任によるチェック・困りを抱える児童の変容と

いう 3つの視点から考察した。 

 

第２節 より良い指導を目指して 

指導前後の評価の比較を行った際，その変化の

仕方に極めて興味深い特徴が見られた。指導した

ソーシャルスキルだけでなく，指導していないソ

ーシャルスキルについても児童の力の向上が認め

られたのである。この傾向は特定の児童だけでな

く，ほぼすべての児童に同様の変化が認められた

ため，その原因の検証を行った。その結果ターゲ

ットスキルやスモールステップを設定し構成する

SST では，児童の困りの軽減や解消が期待できる

だけでなく，その SST に含まれるその他のスキル

の育成にもつながることが明らかとなった。これ

を踏まえ同時に複数のスキルを意図的に指導する

ことができれば，より効果的に児童の育成につな

がると推測できる。 

また，本研究で行ったシステムを用いた指導の

実施負担をさらに軽減するための方法の考察を行

い，2つの方法を提案した。これらの実現性や，全

機能を使用した場合の長短所などについては今後

の研究の中で実践しつつ検証していく。 

 図 2 実践の流れ 

学級を対象とした
ソーシャルスキルの測定

ミッションカードによる
般化の支援

指導効果の測定

ターゲットスキルの設定

スモールステップの設定
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